
          鹿児島県 霧島市 

               社会福祉法人 霧島市社会福祉協議会 

               霧島市地域包括支援センター 

                   

   連携パス 
～やがてのために～ 

九州・沖縄地区認知症地域支援推進員活動研究大会 



茶ノミコト 

鹿児島県第二のまち 

ソニー・京セラの工場 農業も盛ん 

天孫降臨の高千穂の峰 

県の中央に位置し、鹿児島空港があり、 

お茶が有名 

温泉が有名 

 （坂本龍馬とお龍、日本初の新婚旅行の地） 

黒酢・壺畑が有名 

霧島市が生んだ有名人 

  谷隼人（俳優）  元大関霧島（大相撲）   

  四位洋文（JRA) 新鍋理沙（女子バレー） 



平成１７年に、１市６町が合併 

面積：603.18㎢  人口密度：210人/㎢ 

 

総人口：126,735人 

高齢者数：32,476人 

高齢化率：25.62％ 

認知症高齢者の自立度Ⅱ以上 4,162名 

                      

霧島温泉大使   
アヒル隊長 
 

霧島市 



高齢化率18パーセント台 

地域包括支援センター：本所20名 
 (委託型）        １０支所各1～2名 
認知症地域支援推進員数：３名   
                                （H29.5月現在） 



特徴：高齢化率の差がある 

 

 霧島市すこやか支えあいプラン2015
（第7期高齢者福祉計画・第6期介護保険事業計画） 
高齢者実態調査によると今後も現在の
住居に住み続けたいとの意向が8割強 

 

牧園 高齢化率４０％台 



認知症高齢者早期発見促進事業 

【事業概要】  

  高齢者が、もの忘れ外来【認知症に関する国や県の研修を
受けた医師】を受診し、認知症の早期発見、早期治療がおこ
なえるように支援します。 

   地域包括支援センターでは、もの忘れ外来受診券を発行。 

   必要に応じて、受診勧奨から関わり、介護保険申請～利
用や見守り体制の構築までの支援をおこないます 

霧島市の施策 

メモリーカフェ（認知症カフェ） 

【事業概要】  

  認知症の人や家族、地域住民の交流の場を提供し、認知症への理解や予防策、 

  医療福祉相談などをおこないながら、癒しの空間を提供します。 

  認知症疾患医療センター 第１・３土曜日に開催 

  自主運営 ２医療機関 １社会福祉法人が開催 

 



認知症に対する周知の充実（認知症サポーター養成講座） 

【事業概要】 

 地域の中で認知症の方やその家族が、住み慣れた地域で安心して生活が 

続けられるよう、地域住民・商業施設・交通機関・学校・金融機関等への                               
認知症に対する正しい知識の理解普及と応援者の養成を行います。 

                                  認知症ｻﾎﾟーﾀｰ数   12,180名 

介護予防普及啓発事業（脳いきいき教室） 

【事業概要】 

 介護予防に関する知識の普及・啓発をおこなうことで、生活機能の低下、                                   
特に脳の活性化を図り、認知症予防を行います。 

作業療法士会との連携により開催 

 
霧島市認知症高齢者見守り事業 

【事業概要】 

 地域における認知症高齢者の見守り体制を構築し見守りリーダーを設置することで、                          
認知症高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮らし続ける事が出来るよう支援します。 

霧島市の施策 



認知症地域支援推進員の配置 

【事業概要】  

  地域における認知症ケア体制及び医療との連携体制を強化し、認知症の早期発見等へ 

    つなげるため医療と介護の切れ目のない総合的な支援体制の確立を図ります。 

   霧島市地域包括支援センターに認知症地域支援推進員を現在3名配置。 

    

家族介護者交流会（このゆびとまれ）の開催 

【事業概要】 

  家族介護者同士の交流を通して、介護に対する悩みや不安を相談できる場を提供します。 

  認知症の人と家族の会、認知症疾患医療センター、介護保険サービス事業者の協力を得て

実施。 

  年2回開催、栄養や楽わざ介護、交流等、ご希望に合わせて内容を検討 

霧島市の施策 



警察 

 ～多くの方・機関の理解と協力のもとで～ 

霧島市 
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B．研修・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 
さらなるスキルアップを目指して各種研修の企画・運営 

A.地域の広場グループ 
総合事業に向けた取り組み 

霧島オリジナル、おもしろ資源ﾏｯﾌﾟづくり 

C. ライフサポートワークグループ 
「私のアルバム」「～したい」を叶えるチーム作り 

D.ボランティアネットワークグループ 
ボランティアの活性化ネットワークの構築 

E.認知症サポーターグループ 
認知症ｻﾎﾟーﾀｰ養成・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

見守りネットワークの構築 

F.あったら良いなを創造するグループ 
ICTを使用した医療・介護・住民ネットワークづくり 



あんた達は、お
年寄りを勝手に
連れて行く。 

どんな思いが 
込められた言葉 

なぜ勝手に連れて
いってしまったの

だろう 

地域の方と協力す
ることの必要性は 

私たちは、今 



私のアルバム（認知症ケアパス）の普及 

【事業概要】   

 これまでの人生の歩みや生活のこだわり等を綴り、認知症などで意思の伝達や自己決定が困難となった
時でも、自分らしい生活の継続が出来るよう支援します。  

   

霧島市の施策 



私のアルバムが出来たきっかけ 

＊認知症等により意思の伝達が困難となった方々は、 

 自分らしい生活が出来ているのだろうか。 

＊本人の意思に反した介護をしてしまってはいないだろうか 

＊関わる所が変わる度に、何度も生活歴を確認されるのは 

 どのような気分なのか。 



「私のアルバム～やがてのために～」 

私たちの人生は自分自身が主人公 

↓ 

私らしく暮らし続けるためには 

どこで 

どのように暮らし 

誰といると居心地の良い環境 

“やがてのために” 

自分の人生や思いを書き綴ること 

周りの人がその思いを大事にすれば 

最期まで主人公であり続ける 









参考としてお渡ししている基本様式ですが、様式はこの限
りではありません。 
 
大切に思うこと、書きたいことが自由に・・・私らしく書ける
様式があれば、活用していただけます。 



大切なもの・・・は 

大切なのは「物」ではなく、エピソード 

    

   ○○からのプレゼント 

   ○○するために必要なもの 

     輝いていた私を象徴するもの 

「私らしさ」とは何か考える 



私らしい生活とは何でしょう？ 

生まれた場所の懐かしい風景・・・ 

                心落ち着く風景・・・ 

ご両親、ご兄弟との思い出・・・ 

                出会った方々との思い出・・・ 

 

そこから学んだ、たくさんの経験・・・ 

     私にとってはあたりまえの経験や     

          光景はひとりひとり違うもの   
 



自分ら
しい人
生 

思い出 

こだわ
り 

家族 

今まで
の出会
い 

好き 

嫌い 

疾病 

自慢で
きるも
の 

大切に
したい
もの 

etc…. 

私たちは、自己決定を重ねることで、 

自分らしい生活を確立していきます。 



効果 

自分 
望む暮らし 

家族や 
関わる人 



本人・家族の承諾 

がある場合のみ 

*「私のアルバム」はどう繋がるのか。 

家族・友人・入院先・ 

介護保険サービス事業所 

など、信頼できる方や 

自分史を知ってほしい方 

私のアルバム 
（本人・家族が管理） 

紛失時には 

写しをお渡し 

包括支援センター 
（写しをデータ保管） 

思い出の写真 

大切な物の写真 

今の私の姿 
自分史を 

見てもらう 



失くしてしまった。どこにしまったかわからなくなった。 

↓ 

写しをお渡しすることができます。 

新たに保管して欲しい。 

↓ 

以前お預かりした物と合わせて保管します。 

同意を頂いた方は・・・ 



私のアルバムの広報・書き方講座は 
平成２２年度から始まりました。 

↓平成２９年５月３１日現在の参加状況 

開催回数 １０６回 

参加延べ １６５９名 

包括保管分 １５６名 
NHKで放送されたこともありま

す。 



・ アルバム作成をされている方の介護保険被保険者証に「アルバム作成の有無」を記載すること
で、支援者が作成されたアルバムを参考に本人の望む暮らしや思いを大切にしていくことができ
る体制を構築中です 

                                                        

・ 介護支援専門員がﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等で、アルバム作成に取り組み、望む暮らしや思いを大切にして
いく支援体制を整えていきます 

                                                                      

・ 霧島市独自の連携パスという形で、霧島市全体で取り組みをおこなっているところです。                                                                              
一人の力ではできないこと、関わるものが連携し協働していくことができるよう私たちの働きかけ
はこれからも続きます 

                                                                        

 

  

活動を通して、繋がるネットワーク 



最期まで「私らしい人生」 
を送ることができる霧島市をめざして 


